
主催：中央労働災害防止協会

企業のトップ層の方々を対象とし､著名講師陣による経営全般から安全・健康まで幅広い内容
の講演と企業の事例紹介による情報を提供。また、参加者間の情報交換を通じての安全衛生
のネットワークづくりなど、これからの安全と経営、安全衛生の取り組みの活性化について
考える２日間にぜひ、ご参加ください。

企業を支える安全衛生に強い人づくり

201８7/17（火）   　18（水） 会 

場
横浜ベイホテル東急
（神奈川県横浜市）開催日

「現場力」と「理念」による勝てる組織づくり
─「キリンビール高知支店の奇跡」に学ぶ経営の極意─

田村　潤  （たむら　じゅん）
●講演内容：戦後長らく守り抜いていた国産ビールのトップシェ
アの座を2001年に明け渡したキリンビールが、09年に再びトッ
プシェアを奪還した際に、副社長兼営業本部長として全国の営
業を指揮したのが田村氏です。
　同氏の「闘い方」の原点は、代表的苦戦エリアと言われた高知
支店に1995年に支店長として赴任して、厳しい闘いの末に、業績をV字回復させ、
高知県においてトップシェアを奪い返した経験にあります。
　本講演では、国産ビール市場においてトップシェアを奪還した経験をもとに、「現
場力」と「理念」による勝てる組織づくりについて、女性の活躍促進、広報戦略など
の今日的なテーマも含めて、経営の視点からお話いただきます。
　同氏の経験を語り尽くした「キリンビール高知支店の奇跡」（講談社＋α新書）は、
現在22万部のベストセラーになっています。

プロフィール：1950年、東京都生まれ。95年に支店長として高知に赴任した後、四国4県の地区本部長、東海地区本部長を経
て、2007年に代表取締役副社長兼営業本部長に就任。11年より100年プランニング代表。

元キリンビール株式会社　代表取締役副社長／100年プランニング　代表

講師

●講演内容：ヒューマンエラーが起こる理由を産業心理
学、人間工学の立場から解説します。講演では、参加者
の方々に実際にエラーを体験していただきます。その実
体験を通して、実は人間が自然に行動をすればエラーは
起こるのだということを、理解していただきます。また、
ヒューマンエラーの対策が一筋縄では行かない理由も体
験的に解説します。エラーは自然に起こる、対策が容易
ではない、この２点を体験
していただいた上で、では
どのようにして防ぐか、そ
のヒントをお話しします。

大橋 智樹
（おおはし　ともき）
宮城学院女子大学 学芸学部 教授
学長戦略室 室長

プロフィール：1999年東北大

学大学院文学研究科単位取得満期退学。博士（文学）。臨床

心理士。（財）日本学術振興会特別研究員、（株）原子力安全シ

ステム研究所研究員を経て、2002年より現所属。専門は安全

人間工学、産業心理学、応用心理学。産業・組織心理学会

理事、（一社）日本人間工学会理事（東北支部長）、（株）東北電

力原子力技術高度化会議委員。

安全衛生における最新のテーマ
▶ＩＳＯ４５００１をどう捉えて企業経営に活かすか
▶ヒューマンエラーをどのようにして防ぐか

講師

●講演内容：労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）
の ISO 規格 ISO45001が 2018 年 3月に制定されました。
　現在、我が国では、ISO45001 と一体になって運用され
る新 JIS の検討に入っています。
　国内審議委員会の委員長を務められている向殿講師よ
り、ISO45001を経営面でどのように役立てたらよいのか、
また、そのためのトップマネジメントはどのように安全
衛生を捉えて行動したらよ
いのかを解説します。

向殿 政男
（むかいどの　まさお）
明治大学 名誉教授 工学博士
明治大学校友会 会長

プロフィール：1970年明治大

学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士。1978年明治

大学工学部電気工学科教授、1989年同理工学部情報科学科

教授、1996年同大学院理工学研究科委員長、2002年同理工

学部学部長。2013年より明治大学名誉教授。

1987年国際ファジィシステム学会（IFSA）副会長。1993年日本

ファジィ学会会長、2002年日本信頼性学会会長、2006年日本

学術会議連携会員。2004年中央労働災害防止協会顕功賞、

2015年安全功労者内閣総理大臣表彰受賞。

専門分野は情報学、安全学（フェールセーフ

理論、フォールトトレラントシステム、機械安

全）、論理学（多値論理、ファジィ論理）。

著書に「よくわかるリスクアセスメント」（中

央労働災害防止協会）、「入門テキスト安全

学」（東洋経済新報社）など多数。

講師

ISO45001 時代の安全管理
─トップマネジメントのすべきこと─

ヒューマンエラーの本質と対策
─なぜ起こるのか、どう防ぐのか─
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●講演内容：ロート製薬株式会社では、2016 年 2 月に新たな
コーポレート・アイデンティティ「NEVER SAY NEVER」を制
定しました。これは「世の中を健康にしていくために、どん
な困難にもめげずチャレンジし続ける」ということを社内外
へ広く宣言したものです。
　社会全体の健康を支える企業となるためには、まず社員と
その家族の健康が欠かせませ
ん。そして、同社が目指す健
康とは単に病気にならないこ
とだけではありません。
　本講演では、同社の考える
「真の健康」とそれを実現す
るための具体的な取り組みに
ついてお伝えします。

ジュネジャ・
レカ・ラジュ 講師

●講演内容：労働生産性と従業員の健康は相補的ですが、
高齢社会においては、両立を目指した健康づくり事業を
展開することが重要なことから、トップマネジメントと
しての健康経営について解説
します。

職場の健康と健康経営

岡田 邦夫
（おかだ　くにお）
特定非営利活動法人
健康経営研究会　理事長

1977年大阪市立大学医学部卒業、
1982年大阪市立大学大学院医学
研究科修了後、大阪ガス株式会社
に産業医として入社。健康開発セ
ンター管理医長、同総括産業医、
人事部健康管理センター所長を経
て、2003年に同健康開発センター統括産業医。2006年より特定非営利
活動法人健康経営研究会理事長。

インド生まれ。1984年から大阪大学で生物工学を研究。1989年、名古屋
大学にて博士号取得後、太陽化学株式会社へ入社。2014年まで太陽化
学株式会社代表取締役副社長を務め、その他インド・米国・ドイツ・中国
の太陽化学グループ企業の代表取締役等を歴任。機能性成分やナノ多
孔質材の研究により様々な機能性食品を開発。2014年から現職。

講師

講演・事例紹介
専門職との連携の進め方や
企業が取り組む好事例を紹介

HOW TO MAKE A 
HEALTHY COMPANY
─ロート製薬の健康経営─

ロート製薬株式会社 取締役副社長（海外事業・技術担当）
　　　　　　　　　 兼 ＣＨＯ（最高健康責任者）
兼 エムジーファーマ株式会社 代表取締役社長（農学博士）

講演：労働安全衛生行政の動向
厚生労働省　労働基準局　安全衛生部

中央労働災害防止協会　理事長　八牧 暢行（やまき　のぶゆき）

開講挨拶および “経営と安全衛生について”

中央労働災害防止協会　技術支援部次長 兼 規格普及推進室長
ISO/PC283日本代表エキスパート　斉藤 信吾（さいとう　しんご）

ISO45001 と JISαの運用方法



■■ プログラム  

「経営トップとして日頃抱えている安全衛生管理活動の問題・課題について、様々な企業の取り組みや、
  自分とは異なった考え方を知ることができた」、「安全衛生管理活動を推進する上でのヒントを得た」と
  参加者から好評を得ております。

【受講者の声】
○ 異業種の人たちとの情報交換は新鮮で、新たな気づきや
　ヒントが得られ大変参考となった。
　特に安全活動に対する悩みは共通であるところが多く、
　実施事例などを聞いて参考になった。
○異業種の方々でしたが、想いは同じであり、
　大きなネットワークができたと感じた。
○安全のみならず、トップとしてどう行動していくべきか
　について、多くのことを学ぶ機会となった。

まあまあ
参考になった
まあまあ
参考になった

21％21％

2％2％
その他・無記入

参考になった
77％77％ 情報交換についての

アンケート結果

情報交換

� �

12：30〜13：00 受付

13：00〜13：10 開講・オリエンテーション

13：10〜13：30 開講挨拶�
� および“経営と安全衛生について”（20分）

中央労働災害防止協会
理事長 八牧　暢行

13：30〜15：00 講演1 （90分）
ＩＳＯ４５００１時代の安全管理
   －トップマネジメントのすべきこと－

明治大学名誉教授 工学博士／
明治大学校友会会長

 向殿　政男

15：00〜15：10 休憩

15：10〜16：10 情報交換Ⅰ（60分）
安全衛生管理活動の現状と課題

16：10〜16：30 休憩・チェックイン

16：30〜17：00 講演2 （30分）
労働安全衛生行政の動向

厚生労働省　労働基準局　安全衛生部

17：00〜17：10 休憩

17：10〜18：40 講演3 （90分）
「現場力」と「理念」による勝てる組織づくり

－「キリンビール高知支店の奇跡」に
　　　　　　　　　　　学ぶ経営の極意－
元キリンビール株式会社 代表取締役副社長／　

100年プランニング代表　 
田村　潤

18：40〜18：50 会場移動

18：50〜20：10 全体交流懇談会

7：00〜 朝食

8：30〜 9：00 ＩＳＯ４５００１とＪＩＳαの運用方法（30分）
中央労働災害防止協会 

　技術支援部次長 兼 規格普及推進室長／ 
 ISO/PC283日本代表エキスパート

 斉藤　信吾

9：00〜10：30 講演4 （90分）
ヒューマンエラーの本質と対策
－なぜ起こるのか、どう防ぐのか－

宮城学院女子大学 学芸学部 教授／
学長戦略室 室長 
大橋　智樹

10：30〜10：40 休憩

10：40〜12：10 情報交換Ⅱ（90分）
（グループ討議）

12：10〜13：00 昼食

13：00〜14：00 事例紹介 （60分）
HOW TO MAKE A  
HEALTHY COMPANY
－ロート製薬の健康経営－

ロート製薬株式会社 取締役副社長 
 兼 CHO（最高健康責任者） 

 ジュネジャ・レカ・ラジュ

14：00〜14：10 休憩

14：10〜15：40 講演5 （90分）
職場の健康と健康経営
特定非営利活動法人 健康経営研究会 理事長 

　岡田　邦夫

15：40〜16：00 閉講

 7 月 17 日（火）  7 月 18 日（水）1日目 2日目

※内容は都合により一部変更となる場合があります。
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　同氏の経験を語り尽くした「キリンビール高知支店の奇跡」（講談社＋α新書）は、
現在22万部のベストセラーになっています。

プロフィール：1950年、東京都生まれ。95年に支店長として高知に赴任した後、四国4県の地区本部長、東海地区本部長を経
て、2007年に代表取締役副社長兼営業本部長に就任。11年より100年プランニング代表。

元キリンビール株式会社　代表取締役副社長／100年プランニング　代表

講師

●講演内容：ヒューマンエラーが起こる理由を産業心理
学、人間工学の立場から解説します。講演では、参加者
の方々に実際にエラーを体験していただきます。その実
体験を通して、実は人間が自然に行動をすればエラーは
起こるのだということを、理解していただきます。また、
ヒューマンエラーの対策が一筋縄では行かない理由も体
験的に解説します。エラーは自然に起こる、対策が容易
ではない、この２点を体験
していただいた上で、では
どのようにして防ぐか、そ
のヒントをお話しします。

大橋 智樹
（おおはし　ともき）
宮城学院女子大学 学芸学部 教授
学長戦略室 室長

プロフィール：1999年東北大

学大学院文学研究科単位取得満期退学。博士（文学）。臨床

心理士。（財）日本学術振興会特別研究員、（株）原子力安全シ

ステム研究所研究員を経て、2002年より現所属。専門は安全

人間工学、産業心理学、応用心理学。産業・組織心理学会

理事、（一社）日本人間工学会理事（東北支部長）、（株）東北電

力原子力技術高度化会議委員。

安全衛生における最新のテーマ
▶ＩＳＯ４５００１をどう捉えて企業経営に活かすか
▶ヒューマンエラーをどのようにして防ぐか

講師

●講演内容：労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）
の ISO 規格 ISO45001が 2018 年 3月に制定されました。
　現在、我が国では、ISO45001 と一体になって運用され
る新 JIS の検討に入っています。
　国内審議委員会の委員長を務められている向殿講師よ
り、ISO45001を経営面でどのように役立てたらよいのか、
また、そのためのトップマネジメントはどのように安全
衛生を捉えて行動したらよ
いのかを解説します。

向殿 政男
（むかいどの　まさお）
明治大学 名誉教授 工学博士
明治大学校友会 会長

プロフィール：1970年明治大

学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士。1978年明治

大学工学部電気工学科教授、1989年同理工学部情報科学科

教授、1996年同大学院理工学研究科委員長、2002年同理工

学部学部長。2013年より明治大学名誉教授。

1987年国際ファジィシステム学会（IFSA）副会長。1993年日本

ファジィ学会会長、2002年日本信頼性学会会長、2006年日本

学術会議連携会員。2004年中央労働災害防止協会顕功賞、

2015年安全功労者内閣総理大臣表彰受賞。

専門分野は情報学、安全学（フェールセーフ

理論、フォールトトレラントシステム、機械安

全）、論理学（多値論理、ファジィ論理）。

著書に「よくわかるリスクアセスメント」（中

央労働災害防止協会）、「入門テキスト安全

学」（東洋経済新報社）など多数。

講師

ISO45001 時代の安全管理
─トップマネジメントのすべきこと─

ヒューマンエラーの本質と対策
─なぜ起こるのか、どう防ぐのか─



太枠内は必ず全てご記入ください。 
お申込みの際は、日程・開催地等を必ずご確認ください。 

開 催 日  

開 催 地

フリガナ 業種

事業場名

（参加者の所属事業場）
規模

□50 人未満 □50～99 人 

□100～299 人 □300 人以上 

所在地

□勤務先

□自宅

（）をご記入ください

〒 －
中災防会員について（）をご記入ください

□会員又は賛助会員 □一般

会員番号 10 桁 

職役・属所ナガリフ 性別 年代（）をご記入ください 

□10 代 □20 代 □30 代 

□40代 □50代 □60代以上氏名 男
・
女 

性別

客室希望

喫煙室
・

禁煙室

喫煙室
・

禁煙室

客室希望

男
・
女 

XAFLET

職役・属所ナガリフ 年代（）をご記入ください 

□10 代 □20 代 □30 代 

□40代 □50代 □60代以上氏名 

XAFLET

※参加者が 1名で、かつその方が連絡担当者の場合は下欄へのご記入は不要です。参加者が複数名いる場合、参加者と連絡担当者が異なる場合は必ずご記入ください。 

職役・属所・場業事ナガリフ （参加者と事業場が異なる場合は事業場名をご記入ください。）

氏名 

所在地 〒     － 

LET XAF liam-E

 該当箇所の□にチェックマーク（）をご記入ください。  ※チェックマーク（）がない場合、請求書は発行いたしません。 

・参加費について □ 銀行口座へ振込 □ 現金書留で送金   （各種手数料は貴社にてご負担願います） 

・請求書について □ 希望しない □ 希望する(※)（請求書宛名（事業場名と異なる場合）： ）

・領収書について   金融機関から発行される振込受領証を領収書に代えさせていただきます。なお、別途必要な方は通信欄にご記入ください。

割引サービスの利用を希望される場合は、□にチェックマーク（）をご記入してください。 

割引サービスの利用を希望する ⇒ 参加者所属事業場ごとに、申込書をご記入ください。 

① 平成30年度(H30.4.1～H31.3.31)に初めて割引制度を利用する場合：直近の「労働保険概算・増加概算・確定保険料申告書
　（事業主控）」を申込書に添付してください。※労働基準監督署の受付印が入っているものの写し、または電子申請時の年度更新
 　申告書様式イメージと「手続終了」表示のある履歴表示のプリント

② 2 回目以降も割引制度を利用する場合：②-1 または②-2 のいずれかによりご利用ください。 

 ②-1  労働保険番号をご記入ください。 

②-2 「労働保険概算・増加概算・確定保険料申告書（事業主控え）」（※上記①と同じく）の写しを申込書に添付してください。 

 なお、割引サービスを利用して受講した場合、後日実施効果等の確認のためアンケート調査にご協力いただくことがあります。 

割引サービスの利用において、不正または虚偽が判明した場合は、割引料金の適用を取り消し正規料金を請求させていただきます。 

【通信欄】 

同意しない □ 

事務局使用欄（記入しないでください） 

受付 請求 入金 受講票 領収書

（2018.4）

平成30年度　安全衛生トップセミナー 参加申込書 

申込先 FAX 03‒3453‒3449
平成３０年  7 月 1 7 日（火）～ 1 8 日（水） 

平成30年度中小規模事業場安全衛生活動支援事業による割引サービスのご利用について

【個人情報について】
ご記入いただいた個人情報につきましては、当協会が責任をもって管理し、申込みい
ただいたサービスの的確な提供のために使用するほか、当協会が行う各種セミナー、
出版する図書、コンクールへの応募勧奨、アンケートのご案内、その他公益的な観点
からの情報の提供等に利用することがあります。個人情報の二次利用に同意されな
い場合は、右の□にチェックマーク（）をご記入ください。

横浜ベイホテル 東急（神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-7） 



■■ 参加要領  
	

2018年 7 月 17 日（火）〜 18 日（水）
	

横浜ベイホテル東急
TEL ：045−682−2222
神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-7

日　　程

会　　場

	
経営者、総括安全衛生管理者、工場長など

	�
資料代、7／17宿泊代（全個室）、7／17夕食（ 懇 談 会 ）、 
7／18朝・昼 食 代 および消費税を含みます。

〔中災防会員・賛助会員〕97,710円 〔一般〕108,000円

〔中災防会員・賛助会員〕58,630円 〔一般〕 64,800円
本サービスをご利用いただくと、300人未満の事業場からのご参加の
場合、正規料金から約40％を引いた料金でご参加いただけます。

【料金割引サービス利用要件】
⃝ 参加者が、常時使用する労働者数300人未満の労災保険適用

事業場に所属する場合に適用されます。
⃝ 本割引サービスをご利用になる場合は、申込書下部のサービス

利用のご記入及び添付書類の提出をお願いします。
⃝ 参加者所属事業場ごとに申込書をお送りください。

		
お申込み後に参加取消しをされた場合、下記の取消料を
頂戴いたします。できるだけ代理の方のご参加をお願い
いたします。なお、返金振込手数料はご負担いただきます。

開講日を含め7日前
　　～開講日前々日までのお取消し

受講料の 30 ％

開講日前日以降のお取消し 受講料の100％

参加対象

受 講 料

取 消 料

		
① �参加申込書にご記入の上、FAXまたは郵送にてお

申込みください。（中災防ホームページからもお
申込みいただけます。）お申込み受付後にFAXにて
正式受付の連絡を、セミナー開催10日前までに受
講票の送付をいたします。受講料は原則開催２週
間前までにご入金ください。なお、金融機関から
発行される振込受領書（明細票）を領収書に代え
させていただきます。別途領収書が必要な場合は
申込書の通信欄にご記入ください。

② 7／16（ 前 泊 ）、7／18（ 後 泊 ） ご 希 望 の 方 は、 
ホテルに直接ご連絡の上お申込みください。その際、
安全衛生トップセミナーの参加者である旨を必ず
お伝えください。（料金は各自払いとなります。）

※�前・後泊料金はセミナー参加費と一緒に送金せず、
当日直接ホテルフロントにお支払いください。

		
中央労働災害防止協会　教育推進部業務課
〒108―0014  東京都港区芝5―35―2  安全衛生総合会館

TEL.  03―3452―6257（直通）
FAX.  03―3453―3449
HPアドレス.  http://www.jisha.or.jp/

申込方法

申 込 先

中小規模事業場料金割引サービスご利用の場合

中災防　トップセミナー クリック


